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受賞企業 1 いちごグループホールディングス 様

＜審査員コメントより＞
■洗練された印象が大きい。シンプルだが流れがわかる。シンプルに表現しようとする姿勢に好感が持てる。
■「資産の再生」を行う自社のビジネスモデルをシンプルに判りやすく説明している点を評価。
■資産の取得、再生、売却、さらに取得--という循環で企業価値を高めていくというビジネスモデルがよくわかる。
■複雑な事業モデルを最低限にシンプルに、かつきれいな図式化に成功している。



受賞企業 2 ケネディクス 様

＜審査員コメントより＞
■会社の変化と目指す方向について、よく考えて図表化している。
■変化が良くわかる。将来像を伝えている。アイデアが面白い。タイトルは要工夫ではないか。
■一般投資家には一目瞭然とはいかない可能性もあるが、個々のプロジェクトの質を重視し資本効率を上げていこうとする姿勢
が将来像を含め簡潔に示されている点を評価。



受賞企業 3 資生堂 様

＜審査員コメントより＞
■アナリスト受けする概念を盛り込みながらROE目標をどう達成するかを示しており、メッセージ性は高い。
■経営効率の向上のために何を重視していくかをしっかり考えたことをうかがわせる内容。
■持続的成長と経営効率の向上の両輪でROEを高めていくというメッセージと、長期の視点が素晴らしい。
■今後の成長ストーリーにおいて何を重視するのか、それが互いにどう連鎖しているのかを一目瞭然に示している点を評価。



受賞企業 4 古河機械金属 様

＜審査員コメントより＞
■高シェアをうまくアピールしている。4つのキーワードは良い、色使いが良い。次のページを開きたくなる。
■製品とシェアが一緒に見れるのは、分かり易くとても良い。更に機会が見えてくるとより進化できるのでは？と感じた。
■事業の特色、強い商品とその市場シェアがわかりやすくレイアウトの構成がうまい。
■ユニークな図柄を使いながら業界に不案内な読者に判りやすく自社の市場ポジションを紹介している点を評価。



受賞企業 5 セイコー・エプソン 様

＜審査員コメントより＞
■長期のグラフでステージ感が良くわかる。ブランドと親和性のある色を品よく使っているところもよい。
■長期ビジョンや中期経営計画の遂行によって「低迷からの復活」をしたことが、売上高と利益の金額の推移で読み取れる。
■10年以上の長期業績推移が一目でわかる。各期間の説明もあり。直近2期について注記があるのは良い。
■直近の業績改善の非連続性を長期的な視点に基づいて判りやすく表現している点を評価。



受賞企業 6 トッパン・フォームズ 様

＜審査員コメントより＞
■長期のグラフはとても良い。事業の大きな変化が良くわかる。これまでの推移、今後の方向性が一目でわかる。
■長期で伝える姿勢が素晴らしい。また事業ポートフォリオの変化がシンプルに伝わって来て良いですね。
■右の1965年からという長期の事業の内訳データの抽出は大変だったと思うが、シンプルに上手にまとめている。
■主要ビジネスが着実に変化しており、BPOという新たな分野が拡大期にある点を一目瞭然に伝えている点を評価。



受賞企業 7 みずほフィナンシャルグループ 様

＜審査員コメントより＞
■取締役数の図解がわかりやすい。ガバナンスというテーマも良い。旧→新という構成も良い。
■新たなガバナンス「態勢」を、色分けした「人形」を活用して表現しようというチャレンジである。コーポレートガバナン
ス・コードの原則を実行していることを読み取れる。
■ビジュアルで表しにくいガバナンスをうまく表現し、このスライドを果敢にも選んだ点を高評価。
■金融グループにおける経営・執行体制という複雑なテーマを判りやすい図表で説明し、BK・TB・SC３社の横串経営という市
場が注目するテーマを正面から扱っている点を評価。



受賞企業 8 ＡＮＡホールディングス 様

＜審査員コメントより＞
■将来に向けての道筋を示している点が良い。動きのあるスライド。
■長期の変化を伝えようとしているのは良い。成長エリアが良くわかる。ポートフォリオ及び規模の変化が分かり易い。
■豊富な情報量をコンパクトに上手くまとめている。文字とビジュアルがうまくリンクしており、メッセージがクリア。
■長期の視点を取り入れながら、これまでとこれからの重点取組分野を判りやすく説明している図を評価。


